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会 議 録 

会  議  名 令和７年度第２回東浦町男女共同参画推進委員会 

開 催 日 時 
令和８年２月 25日（水） 

午前 10時 30分から午前 11時 40分まで 

開 催 場 所 東浦町役場 南会議室２ 

出  席  者 

委員 

山﨑 宏子委員長、髙見 靖雄副委員長、 

松下 玲子委員、下谷 環委員、戸張 里美委員、

児玉 しげみ委員、川口 法成委員 

事務局 
宇治田地域創造部長、筒香住民自治課長、黒田コミ

ュニティ支援係長、酒井主事 

欠 席 者 中島 美幸委員、外山 淳惠委員 

議   題 

１ 開会 

２ 議題 

（１）男女共同参画に関する住民アンケート結果報告について 

（２）第３次東浦町男女共同参画プラン中間見直し版の作成に

ついて 

非公開の理由  

傍聴者の数 ０名 

審 議 内 容 

（ 概   要 ） 

別紙のとおり 
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コミュニティ支援係長 ７名の出席により会議開催の定足数に達していることを確認 

傍聴者の確認（傍聴者０人） 

会議録作成のための録音の了承 

会議資料の確認 

                   

１ 開会 

地域創造部長 第３次東浦町男女共同参画プランは 2022 年から 2031 年度を対

象期間としており、来年度は中間見直しの年となる。 

本日は中間見直しに向けての住民アンケートの結果報告と見直

しに向けてのスケジュール等を議題とする。委員の皆様には忌憚

のない意見をいただきたい。 

 

２ 議題 

 

（１） 男女共同参画に関する住民アンケート結果報告について 

事 務 局 

 

 

委 員 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

男女共同参画に関する住民アンケート結果報告書について抜粋し

て報告。 

 

小学校でジェンダーの授業をした時、子どもは「ジェンダー」

という言葉自体を全然知らなかった。知らない人は知らない。積

極的に理解を進めていくべき。学校の先生も「よく分からない」

ではなく、知ってほしい。 

また、子どもに「女らしさ」「男らしさ」を求めるかの設問があ

ったが、頭ではそういった期待をするのはギャップがあると理解

しているが、そのような意識が心の中にはまだあるのかなと感じ

た。「男女共同参画」の言葉を使わなくなる世の中になってほしい。

そうなった時が、本当の男女平等の理解が得られた時だと思う。 

 

 学校教育について、男女平等だと感じている方が多かったとい

うことで、男女別名簿から混合名簿への変更や、男性職員の育休

取得率が高いことなどが理由かと考えられる。 

 職員がジェンダーについて知らないのは、学生であった当時は

そのような言葉も知られておらず、学習の機会が少なかった世代

なのだと思う。今後教員に対しての学習の場をもっと作っていく

必要があると感じた。 

 

アンケートの回答方法について、インターネット回答について

は初めて実施したと思うが、インターネット回答率が思っていた
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事 務 局 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

より高く感じた。今回インターネット回答を取り入れたことで事

務の軽減等につながったか。 

 

以前のアンケートはアンケート項目をすべて印刷した上で郵送

していたが、今回は依頼文と QRコードを乗せた用紙１枚のみを送

付した。このことから、印刷時間の短縮、印刷用紙及び郵送代の

経費削減につながった。また、集計時にもデータ入力作業を減ら

すことができ、事務負担の軽減につながった。 

 

役場の様々な手続き等において、今回の実績を裏付けとしてデ

ジタル化を進めていっていただきたい。 

 

役場の中では会議資料などデジタル化が進んできている。デジ

タルの資料は見づらいとの意見もある。将来的には広報の配布の

デジタル化を目指しているとの話もあるが、デジタル化について

ご意見等あればいただきたい。 

 

じっくり読むには紙が良い。軽く読む程度であればデジタルの

ほうが良い。広報は配布されたタイミングで紙のものを読むが、

その後もう１度見たい時には電子で読んでいる。紙も電子もどち

らもメリットがある。 

 

問５の「日常の家事分担」の結果を見て、男性はもっと頑張ら

ないといけないなと感じた。女性は男性にも家事をやってほしい

という気持ちはあるのか。また、自分も家事をやろうと思うが、

台所の使い方の違いがあったりすることから、女性としては男性

にキッチンにあまり入ってほしくないという思いもあったりする

のかなと感じている。実際はどうか。 

 

生物学的性別の考えの違いからくるものかと考える。 

 

それぞれの性格によるものだと思う。自分の家庭では最近は夫

が料理を担当している。手伝おうと思い、冷蔵庫の食材を勝手に

使ったら、怒られてしまった。それからは台所には入らず、夫に

料理は任せている。 

 

いつからそのやり方を始めたかというのも関係するかもしれな

い。自分の知り合いのカップルは、料理などの家事を分担してや

っているが、上手くやっている。それは当初からその形でやって
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きたからかなと思う。それぞれやり方があるのは当然なので、お

互いにコミュニケーションをとってやっていくことが大切なので

はないか。 

 

（２） 第３次東浦町男女共同参画プラン中間見直し版の作成について 

事 務 局 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 

 

 

委 員 

 

 

第３次東浦町男女共同参画プラン中間見直し版の作成について

説明。 

 

No.15 については男性の家事だけでなく、介護についても含ま

れている。「現在の社会状況を考えると差別的に見える恐れがあ

る」とあるが、現在も男性に限定した講座などを実施している。

このことについて、委員の皆さんはどう考えるか。 

 

 

職員の働き方についてなどは男女それぞれに限定しないほうが

良いと思う。ただし、介護の面で見ると、女性は過去の経験で何

とかこなすことができるが、男性は困りごとが多く、絶対的な知

識不足だと経験上と感じることがある。そういった意味では、「男

性向け」を意識した講座を開催することはよいと思う。 

 

介護教室や料理教室などは、「男性」と書かないと、女性ばかり

集まってしまうため、あえて「男性」とする意味はあると思う。 

 

「男性向け」の講座と「女性向け」の講座では、取り扱う内容

も変わってくるのではないか。 

 

介護について、介護を受ける側の意識も変わってきている。男

性の介護職員の受け入れが進んできている。実際、男性が介護を

することになり、いきなり必要物品を購入するのはとても難しい。

男性のための介護勉強会はあってもよいかもしれない。対象者を

しぼる意図があるのであれば、「男性」「女性」の限定は必要だと

考える。 

 

「男性」「女性」の限定が、差別ではなく参加しやすさにつなが

るとよい。 

 

No.14 について、女性に限定したセミナーは他市町では開催さ

れており、非常に人気である。東浦町では男女関係なく参加でき

るセミナーはあるが、女性に限定したものはない。女性が参加し



5 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

てくれても、途中でやめてしまうことがあったりした。やはり女

性に限定したセミナーを開催するなど、個別に支援をしていく必

要があると感じる。 

 

半田で開催されている企業セミナーに参加したことがあるが、

参加者は男性ばかりであった。男性の考える企業と女性の考える

企業では規模も違うため、同じ内容だとついていくのが難しいと

感じた。 

 

受講者同士も意見交換がしやすいことや、今までの経験を踏ま

え女性限定のセミナーを開催できるとよいなと考えている。 

 

閉会 

 


